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平成２４年度第３回森林の未来を考える懇談会資料

「森林とのきずな」の再生に向けた

取組みについて

○平成２４年度県政世論調査について

○森林づくり活動の現状

○森林づくり活動の課題

○「森林とのきずな」の再生に向けた取組みについて

○森林環境情報の発信について

○森林づくり活動推進の仕組み

平成２４年１２月２５日

福島県農林水産部森林計画課
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○ 平成２４年度県政世論調査について

１ 調査の目的 ４ 回答者の構成

県政の課題等について県民の意識やニーズを調査し、具体的な政策形成等の基礎的
な資料とする。

２ 調査実施概要

（1） 調査地域 福島県全域（２８市町村を抽出）
（2） 調査対象 満１５歳以上の男女個人
（3） 標 本 数 １,３００（人）
（4） 抽出方法 層化二段無作為抽出

第１次抽出 ： 「県北」「県中」「県南」「会津」「南会津」「相双」「いわき」の県内７地域を

それぞれ「総人口10万人以上の市」「総人口10万人未満の市」「郡部（町村）」

の３グループに分け、各グループを１つの層とした。

各層の市町村別人口累積表により、等間隔に調査地点（市町村及び町丁・大字）

を設定した。

第２次抽出 ： 第１次抽出で得られた調査地点の住民基本台帳から、条件にあてはまる調査

対象者個人を系統抽出した。

（5） 調査方法 郵送調査（自記式のアンケート）
（6） 調査期間 平成２４年 ８月 ９日～ ８月２２日
（7） 回収結果 有効回収数７８９（回収率６０．７％）

３ 調査項目

（1） 『環境』について
（2） 『水に関する意識』について
（3） 『子育て支援策』について
（4） 『青少年の健全育成』について
（5） 『ユニバーサルデザイン』について
（6） 『ジェネリック医薬品（後発医薬品）』について
（7） 『地域社会の安全・安心（治安）』について
（8） 『安全で安心な県づくり』について
（9） 『県総合計画』について
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県総合計画について

(1)福島県の現状

（平成２４年度福島県県政世論調査）
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地域の人々が働き、生活する場

食料を生産する場

水資源のかん養や土砂崩れ・洪水などを防止する役割

多種多様な生物が生息できる環境としての役割

伝統文化を保存・承継する役割

農山漁村の景観による癒し、レクリエーションの場

農林漁業の作業体験等を通した教育の場

滞在型体験農園などの活用による二地域居住

その他

無回答

平成24年度 平成21年度

（福島県県政世論調査）

今回調査

（ｎ＝789）

前回調査
（ｎ＝846）
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放射性物質による水や水生生物の汚染

災害時の飲料水の確保

水道水の水質悪化

集中豪雨など、雨による災害の発生

河川などの水質の悪化

環境の悪化による水生動植物の減少

河川水や井戸水などの水道水源の枯渇

少雨による水不足の発生

地盤沈下を伴うような地下水の過剰なくみ上げ

その他

特にない

平成24年度 平成22年度

放射性物質による水や水生生物の汚染

（前回選択肢なし）

（福島県県政世論調査）

今回調査

（ｎ＝789）

前回調査
（ｎ＝790）

(3)農山漁村に期待すること ２ 水についての心配や不安

○ 震災後においても、農山漁村に対して「地域の人々が働き、生
活する場」、「食料を生産する場」としての役割を期待する県民の
割合が高くなっています。

○ 震災以前と比較して「水資源のかん養や土砂崩れ・洪水などを
防止する役割」に対する期待が高まっています。

○ 前回調査は「河川などの水質の悪化」の割合が最も高か
ったのですが、今回調査では、新設された選択肢「放射性
物質による水や水生生物の汚染」が最も高く、２位以下も
前回調査とは順位に変化が見られます。

○ 「はい」と「どちらかと言えば“はい”」を合わせた『はい』計の割合をみると、〈あなたは、自然と伝統が残る農山漁村地域を大切にしたいと思いま
すか。〉（89.7％）が最も多く、約９割となっています。
同様に、〈福島県は、自然が豊かで、美しい景観を有する県であると思いますか。〉（82.3％）が８割台、〈あなたは、日頃、人と人の支え合いや絆

を実感していますか。〉（62.2％）となっています。
○ 一方、「いいえ」と「どちらかと言えば“いいえ”」を合わせた『いいえ』計の割合は、〈あなたは、住民やＮＰＯなどによる地域活動に積極的に参加

していますか。〉（68.2％）が７割弱で最も高くなっています。

（平成２４年度福島県県政世論調査）（福島県農林水産業振興計画見直し案）
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○ 森林づくり活動の現状

県民の森、昭和の森、緑化センターの県条例３施設を例とする「森林とのふれあい施設」の平成２３年度の利用状況は、前年度(平成２２

年度)と比較すると１６．１～７９．６％に留まっている。 とりわけ「県民の森」森林学習区域の利用者数は対前年比５．３％まで落ち込んでお

り、放射線に対する懸念から子供たちの野外活動が制限されていることが大きく影響していると考えられる。

また、県が平成９年度から養成している「もりの案内人」への県内小中学校等からの依頼件数とプログラム参加者数について、前年度と

比較すると件数で５６．０％、プログラム参加者数は４１．５％に減少している現状にある。

この傾向は平成２４年度において回復傾向にあるものの、依然として森林づくり活動や森林環境学習活動は低調であり、放射線数値な

どの一方的な情報により、誤解や「何となく不安」、「とりあえず近づかない」意識が形成されているものと考えられる。

○森林とのふれあい施設利用者 (単位：人) ○もりの案内人活動状況 (単位：件・人)

区 分 H22 (A) H23 (B) (A/B) 区 分 H22 (A) H23 (B) (A/B)

県民の森 203,290 32,821 16.1％ 依頼件数(件) 409 229 56.0％

森林学習区域利用者 158,433 8,352 5.3％ 参 加 者(人) 26,201 10,874 41.5％

ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場施設利用者 44,857 24,469 54.5％

昭和の森 145,000 104,000 71.7％

緑化センター 162,339 129,160 79.6％

○ 森林づくり活動の課題

緑豊かな県土の再生を、県民が一丸となった運動として進めていくためには、地域住民や地元の民間企業だけでなく、県外在住者も含

め、携わる方々の多様化と森林づくり活動の更なる浸透を図っていく必要がある。

一方、この受け皿となる県内の森林ボランティア団体の登録状況は、２２団体、５８５名となっているが、その殆どは森林づくり活動フィー

ルドや活動資金の確保、組織体制などが不安定な現状にある。

このため、県内における森林ボランティアの総括的な組織である、「うつくしま２１森林づくりネットワーク」の７つの基幹団体がまとめ役と

なり、地域の森林の特徴に応じた森林づくりを進めることができるよう、組織強化を図っていく必要がある。
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• 震災・原子力災害により森林環境は大きく変化 平成３０年

○「森林とのきずな」の再生に向けた取組みについて
震災 原子力災害により森林環境は大きく変化

• 被災森林の復旧や放射性物質からの森林再生が急務

• これらの復旧・再生には、行政だけでなく県民やＮＰＯ、
企業と一体となった取組みが必要

平成３０年
全国植樹祭

豊かな県民運動の浸透 拡大

震災・原子力災害

豊かな
森林を
次世代へ
継承

県民運動の浸透・拡大

参加する方々の
拡大と多様化を図る

継承

①情報発信による意識の醸成

②森林づくり活動の活性化
拡大 多様化を図る

県民参画による

②森林づくり活動の活性化

森林と県民との関わりが
薄れてしまう危機

県民参画による
森林づくり活動の

活性化

連携・情報交換

さらなる浸透・拡大
・森林に対する
県民意識の変化

・放射線に対する
意識の差や情報不足

森林環境の現状や
取組内容を発信

公共事業等による
森林の復旧・再生 県民意識の反映

意識の差や情報不足
・森林づくり活動の停滞

復興に向けて歩み続ける県民の姿と森林の再生を全国に発信
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○森林環境情報の発信について
【現状と課題】

森林環境情報の発信

【現状 課題】
・震災や原発事故による状況変化により、森林が置かれている現状についての情報が不足。
・放射線数値などの一方的な情報により、誤解や「何となく不安」、「とりあえず近づかない」意識が形成。
・県民と森林とのきずなが薄れてしまう危惧がある。

県民の森林活動

集める

わかりやすく

編集する

県民の耳目に

届ける

森林環境情報の発信

県民の森林活動、
行政の取組みや
森林のタイムリーな
情報

ふ
く
し
ま

わかりやすく
理解を深めることの
できる形に編集

県民の耳目に
届く形で伝える

県民の森林活動
・収集した
情報の整理

・統一フォーマット
等わかりやすい
形に編集

の
森
林

・県民の森林活動
・身近にある優良事例
・森林整備、放射能対策等、
行政の取組み

・突発的な林木の変状

・メディアに対する発信
・関係機関、公共機関等への
ポスター掲示

・全戸配付チラシ
県ＨＰでの公表

県

民形に編集
（原因や対応）

・県ＨＰでの公表

ふくしまの森林の今と取組み情報を発信

民

ふくしまの森林への理解を深め、身近に感じ、考える

森林を県民一人一人が守り育て、次世代へ引き継いでいく心づくり
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森林づくり方策の検討会 森林づくりネ トワ ク

○森林づくり活動の活性化の仕組み

・平成３０年全国植樹祭の招致
に向けた森林づくり活動方策

森林づくり方策の検討会

（森林づくり計画）

・森林づくりネットワークの体制強化
・地域住民や森林所有者、森林ボランティア等

森林づくりネットワーク

（組織体制・地域の森林づくり計画）

に向けた森林づくり活動方策
の検討、森林づくり計画策定

・県民参加の森林づくりの
推進

・県外在住者を含め森林づく

地域住民や森林所有者、森林ボランティア等
との連携や協力
・地域における森林づくり計画
・森林づくり活動のさらなる浸透

森
林

試験 究機関
県外在住者を含め森林づく
りに携わる方々の多様化に
向けた検討

林
と
の
き

林業技士
グリーンフォレスター

技術士 等
県

試験研究機関
大学、専門機関

支援
作業 技術指導

研究成果

森林づくり活動

き
ず
な

支援
・連携

社会
貢献
活動

うつくしま２１
森林づくりネットワーク

市町村

民間企業

作業・技術指導

（地域の森林づくり）

・地域の特性に応じた森林
づくり活動

・地域資源の活用
森林環境教育活動等

な
の
再
生

活動
民間企業

地域住民

森林環境教育
森林づくり

フィールド
の提供

連携協力

（地域の森林 くり）

・森林環境教育活動等 生地域住民
森林所有者

森林づくり団体
森林ボランティア

もりの案内人
森林インストラクター
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